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「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
９
月
１
８
日
、
昨
年

の
兵
庫
県
知
事
選
挙
で
初
当
選
し
た
「
斎
藤
県
政
の
１
年
を
考
え

る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。 

護
施
設
で
は
緊
急
入
院
が
断
ら
れ
多
く
の
命
が
失
わ
れ

る
事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
８
月
に

は
、
「
県
が
希
望
者
に
配
布
す
る
抗
原
キ
ッ
ト
検
査

で
、
陽
性
と
な
っ
た
場
合
は
、
県
が
今
後
設
置
す
る
自

主
療
養
登
録
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
頂
き
自
主
療
養
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
す
る
「
県
民
の
皆
さ
ん
へ
の
協
力
の
お

願
い
」
文
書
を
発
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
感
染
症
に
り

患
し
て
も
医
療
機
関
に
か
か
る
な
と
い
う
も
の
で
す
。 

保
健
所
数
も
２
１
年
間
に
４
割
以
上
削
減
し
、
感
染

症
ベ
ッ
ド
数
・
重
傷
者
対
応
の
ベ
ッ
ド
数
も
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
る
の
が
兵
庫
県
政
。
さ
ら
に
、
国
の
言

い
な
り
に
病
院
統
廃
合
を
進
め
る
県
政
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
（
２
面
に
続
く
） 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
石
川
康
宏
代
表
幹
事
が
問
題
提

起
を
行
い
、
そ
の
後
、
４
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

石
川
康
宏
代
表
幹
事 

問
題
提
起 

 

今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
斎
藤

県
政
の
１
年
を
事
実
に
そ
っ
て
検
証

し
、
あ
わ
せ
て
兵
庫
県
政
を
な
が
く
支

え
た
「
オ
ー
ル
与
党
」
体
制
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
斎
藤
県
政
と
維
新
の

会
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。 

谷
充
弘 

 

兵
庫
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合 

今
年
２
月
の
教
育
委
員
会
議
で
、
豊

岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校
と
出
石
特
別
支

援
学
校
と
の
統
廃
合
計
画
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
統
廃
合
は
聴
覚
障
害
を

持
つ
子
ど
も
に
教
育
を
受
け
る
権
利
を

奪
う
も
の
と
し
て
、
但
馬
地
域
の
住
民

だ
け
で
な
く
、
聴
覚
障
害
者
団
体
な
ど

も
署
名
運
動
に
取
り
組
む
中
で
、
計
画

を
見
直
す
方
向
で
解
決
を
み
ま
し
た
。 

ま
た
、
県
教
委
は
少
子
化
を
根
拠
に

県
立
高
校
１
４
校
を
２
５
年
に
６
校
に

統
廃
合
す
る
計
画
を
７
月
に
発
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
２
０
の
自
治
体
が
住

民
説
明
会
を
要
求
す
る
な
ど
不
安
と
戸

惑
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
達
も
、

教
育
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ
れ
る
子
ど

も
が
で
る
、
地
域
が
衰
退
す
る
な
ど
の

危
惧
か
ら
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聴
く

集
会
や
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

（
２
面
記
事
参
照
） 

武
村
義
人 

 

兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理
事
長 

兵
庫
県
は
、
感
染
症
第
３
波
の
時
点

で
高
齢
の
コ
ロ
ナ
患
者
の
救
急
搬
送
を

行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
ま
し
た
が
、
介

県
立
高
校
の
統
廃
合
計
画 

図
表
は
共
産
党
県
議
団
議
会
報
告
よ
り 

兵庫県の病院統廃合計画 



高校の統廃合計画を見直し、少人数学級の実現を 
 7月14日、突然、「県立高校14校を25年に『発展的統合』する」と

いう計画が県教育委員会から発表されました。 

 子どもたちを通じて、A4裏表1枚のプリントが配布され、少子化を

根拠としながら『発展的統合』(＝高校統廃合)をすすめることによっ

て「魅力と活力のある高校づくり」ができるとの簡単な説明がありま

した。しかし、保護者・地域住民に全く説明もなく、疑問や不安に応

えるものではありません。 

 この高校統廃合計画により、通学時間が長くなり、特に交通手段や

通学費、学費の関係から、夢前高校や家島高校にしか通えない子ども

たちには教育の機会を奪うことにもなります。また、それぞれの学校

が積み重ねてきた伝統や特色から来る魅力に引かれて進学を目指して

きた子どもたちの将来や夢を奪う結果となります。 

 その一例として「福崎高校と夢前高校、網干高校と姫路南高校と家

島高校」が対象校となっています。福崎高校は、1914年に福崎村立実

科女学校として、姫路南高校は、1925年に姫路市立商業補習学校とし

て、開校され、今日まで地域に多くの人材を輩出してきた地域に愛さ

れてきた学校です。1974年に夢前高校は福崎高校の分校から、1984年

に家島高校は姫路東高校の分校からそれぞれ独立した高校となり、網

干高校は1979年に開校された学校です。児童生徒の急増期で、高校進

学希望者が増加している時期であり、保護者・地域住民を中心とした

いわゆる「高校増設運動」が作った高校です。私たちは、統廃合計画

は「県民の参画と協働の推進に関する条例」（2002年公布）に反し、

住民参画もなく進められており、問題が大きいと考えています。 

 兵庫県は全国に先駆けて1992年に高校で48人学級を40人学級を導入

した県です。そして現在は、小学校で35人学級が段階的に引き上げら

れていくことが国によって決められています。兵庫県も独自に小学校

4年生まで35人学級としている他、県内のいくつかの市町では中学校

での少人数学級もすすめられています。私たちは、高校での少人数学

級をすすめることが、生徒たちへの教育環境をより一層改善していく

ことにつながると考えています。 

 私たちは、子どもや保護者・地域住民の意見が十

分反映され、すべての子どもたちが、生き生きと学

べる場を等しく保障されるよう、統合計画の見直し

を強く求めます。 
（「公立高校を考える会」の請願署名より） 

岡
田
裕
行 

 

兵
庫
県
自
治
体
問
題
研
究
所
事
務
局
長 

 

こ
の
４
月
、
県
は
５
部
か
ら
１
２
部

に
組
織
を
再
編
し
、
新
設
し
た
財
務
部

の
部
長
を
総
務
省
か
ら
招
へ
い
し
ま
し

た
。
財
政
を
知
事
・
財
務
部
長
が
押
さ

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
庁
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
か
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

知
事
は
選
挙
時
に
「
総
務
省
出
身
、

市
町
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
が
、
市
町
の
予
算

編
成
時
に
一
方
的
に
補
助
金
等
を
カ
ッ

ト
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
批
判
を
浴
び

ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
財
政
基
金
３
０

億
円
を
１
０
０
億
円
に
積
み
増
そ
う
と

し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
削
減
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
斎
藤
知
事

の
政
治
姿
勢
は
、
国
・
総
務
省
か
ら
み

 「変えよう！兵庫県政」 第３７号 ２０２２年１０月１日（２） 

れ
ば
「
優
等
生
」
。
独
自
の
政
治
哲
学

は
感
じ
ら
れ
ず
、
選
挙
公
約
の
軽
さ
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

き
だ
結 

 

日
本
共
産
党
兵
庫
県
議
会
議
員 

 

斎
藤
県
政
は
井
戸
県
政
を
継
承
し
、

さ
ら
に
悪
い
方
向
に
進
め
て
い
ま
す
。

県
「
行
革
」
の
延
長
と
言
え
る
「
県
政

改
革
方
針
」
で
、
障
害
者
小
規
模
作
業

所
援
護
事
業
、
１
０
０
歳
高
齢
者
祝
福

事
業
な
ど
の
県
民
サ
ー
ビ
ス
を
廃
止
・

見
直
し
す
る
一
方
、
各
種
の
臨
海
地
域

道
路
な
ど
は
進
め
、
上
限
の
な
い
大
企

業
誘
致
補
助
金
も
続
け
て
い
ま
す
。
感

染
症
対
応
で
は
、
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

先
延
ば
し
、
高
齢
者
施
設
で
の
留
め
置

き
な
ど
で
人
口
比
死
者
数
は
ワ
ー
ス
ト

２
位
と
な
り
ま
し
た
。
小
中
学
校
で
の

３
０
人
学
級
、
女
性
副
知
事
登
用
な
ど

の
公
約
違
反
も
顕
著
で
す
。 

 

兵
庫
県
議
会
で
は
、
金
沢
氏
を
推
し

た
自
民
党
会
派
、
立
憲
・
国
民
な
ど
の

会
派
「
ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合
」
は
議
案

に
全
て
賛
成
し
、
「
オ
ー
ル
与
党
」
が

継
続
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
で
も
、
中
学
の
選
択
制

３
５
人
学
級
、
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入

補
助
モ
デ
ル
事
業
、
芦
屋
保
健
所
廃
止

の
凍
結
な
ど
、
県
民
の
世
論
と
運
動
が

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
質
疑
の
後
、
最

後
に
、
石
川
康
宏
代
表
幹
事
が
ま
と
め

報
告
、
津
川
知
久
代
表
幹
事
が
閉
会
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。 

石
川
康
宏
代
表
幹
事 

ま
と
め
報
告 

 

今
後
も
県
政
を
考
え
る
企
画
を
継
続

し
た
い
。
動
画
配
信
も
行
っ
て
い
く
。

県
内
の
多
く
の
知
恵
を
政
治
を
か
え
る

こ
と
に
生
か
し
た
い
。
こ
ん
な
兵
庫
に

し
た
い
と
い
う
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
。 

津
川
知
久
代
表
幹
事 

閉
会
挨
拶 

 
斎
藤
兵
庫
県
知
事
が
「
国
葬
」
参
列

を
表
明
し
て
い
る
問
題
で
、
「
兵
庫
革

新
懇
」
は
９
月
１
６
日
、
知
事
に
対
し

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
が
、
県
の
当

局
者
は
最
後
ま
で
「
県
民
を
代
表
し

て
」
と
は
言
え
ず
、
「
県
を
代
表
し

て
」
と
の
曖
昧
な
言
葉
に
終
始
し
ま
し

た
。 

  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
各
報
告
は
、
井
戸

県
政
を
継
承
し
て
い
る
斎
藤
県
政
の
１

年
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
県
議
会
「
オ
ー
ル
与
党
」
の

継
続
は
、
２
１
年
知
事
選
挙
が
金
沢
、

斎
藤
の
両
候
補
が
「
継
承
」
と
「
刷

新
」
で
争
っ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
二
人
の
間
に
は
、
井
戸
県
政
に
対

す
る
評
価
で
も
、
今
後
に
向
け
た
政
策

で
も
大
き
な
違
い
が
な
か
っ
た
こ
と
を

如
実
に
示
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

「
維
新
」
会
派
が
知
事
選
時
の
８
人
か

ら
、
そ
の
後
、
他
の
選
挙
へ
の
立
候
補

な
ど
に
よ
り
４
人
に
減
っ
て
い
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
斎
藤
知
事
を
推

薦
し
た
政
党
の
県
議
団
と
し
て
、
そ
も

そ
も
知
事
を
支
え
て
い
く
政
治
姿
勢
で

あ
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
る
と
い
え
ま

す
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
県
政
の
実
態
が
良

く
理
解
で
き
た
」
「
市
町
は
県
と
の
関

係
が
大
き
い
の
で
定
期
的
に
学
ぶ
機
会

を
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
前
に
進
め

る
企
画
を
望
み
ま
す
」
な
ど
の
感
想
、

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

切実な県民要求が実現 

これだけの多くの成果は近年

になく、世論と運動の成果！ 
〇神戸市以外の中学で選択制35人学級 

〇高齢者の補聴器購入補助モデル事業 

〇国民健康保険の未就学児の均等割り減免 

〇芦屋保健所廃止が凍結・当面存続 

〇県立学校のトイレに生理用品設置 

〇DV被害者の県営住宅入居要件緩和 

〇受験生を狙った痴漢対策が大きく前進 

斎藤知事「国葬」参列の当日 

神戸大丸前などで抗議行動 


